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あ
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あ
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で
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と
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に
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っ
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表

0'
粗

死

亡

率

と

0

歳

平

均

余

命

を

か

か

计

ょ

ぅ

。

男

子

に

つ

い

 

て

説

明

す

る

と

、

：こ

の

表

か

ら

粗

、死

亡

率

2
0
. 

5
1
(

一

九

Q

九

—

.一

三

年

の

平

均

)

に
対
応
す
る
o
歳
平
均
余
命
は
、4

=
4
4
,
2
5

で
あ
り
' 
粗
死
亡
率2

1.
00
6 (

一
九 

.■ニ
ー j
r
m

年
の
平
均)

.に
対
応
ず
る
0
歳
平
.均
余
命
は

«,
0。
=
=
4
2
0
0>
で
あ
る
と
仮
..

•

定

す

る

。

.
い

ま

こ

こ

に

®

^

な

「

モ

デ

.ル

生

命

表

が

丰

許

に

あ

る

も

の

と

す

.

.

.

.

-
 

.

.

.

.

.

.

.

. 

: 

■ 

•

:

る
.。:'
-
.さ
ら
に
一
九1.1

〇
年
の
年
齡
：̂

は
略
ミt

A
.一
 

三—

一ー
0
年

間

：を

説

明

し 

;

ぅ

る

も

の

と

す

る

と

、

一
一
つ.の
，0
歳
平
均
余
命
の
平
均
0 -
-

=
4
3.
^

を

も

っ

た

モ
 

:
デ

ル

：
生'叙
表

の

中

央

死

亡
.率

：队
と.ー
：
九

兰

〇

年

，の

年

齢

分

布

が

：ら

男

子

の

死

亡

総
 

.

.数
が
算
出
さ
れ
る〜

同
様
の
操
作
を
女
子
に
ク
い
弋
も
お
こ
な
え
ば
ゝ
女
子
の
死 

.亡

.総
数

：が
：計

算

さ

れ

る

。

す

な

わ

ち

、

女

子

^
つ
い
：て
は
、
粗
死
亡
率
の20.51 

ぶ
に
対
応
す
る
，o
歳

}

余̂

命

は，
=
4
4
，：7
3

で

あ

々

、
：：：
：

.祖
死
亡
率
の

2
100
6
に 

V対
応
す
る
o
歳
平
均
余
命
は
，
"
4
3
,

2
0

で
あ
る
，
こ
の
つ
の

o
歳
平
均
余
命

V

.

の

平

均

；

4
=

4
3
,
<0
7
.
:
:
を

も

0
.た

き

:

年

の

年

齢

分

布

か

ら

女

^

の

死

亡

総

数

が

計

算

，さ

れ

る

。

こ

.れ

ら

の

男

女

死

亡

総

 

数

か

ら

計

算

さ

れ

た

粗

死

亡

率

が

2
广

1
9

 

(
2

0
. 

5
1

と

2
1
.
0 0
6

の

平

均

)

'
に

な

る

こ

 

と

が

確

認

さ

れ

れ

ば

、

.

.つ

ぎ

に

粗

死

亡

率

2
2

,
2

2

 

(

一

九

一

三

丄

ー

〇

年

の

_粗

死

亡

.

わ
が
S
一
八
九
〇
丨
1
九
ニ
〇
年
め
出
生
数
と
総
出
生
率
の
推
計
：<完)

,
.
: 

t

i
'-
:
. 

- 

.

:

一'一
言
ズ
七
〇
.七)

V
:



.
率
の
平
均)

を
む
つ
生
命
表
を
モ
デ
ル
生
命
表
の
な
か
か
ら
選
び
出
せ
ば
、
''
:
そ

れ

こ

そ

が

一

九

ー

：
八

年

：と

：

|
九
ニ
〇
年
の
ィ
ン
フ
ル
.
エ
ン
ザ
死
亡 

ノ
数
.を
考
慮
し
た
.一.
.九
.
.

一

.三—

ー1
0年
.
.の
生
命
表
で
あ
.；る
。

.

.

.±
な
.わ
ち
、、.
.
.
こ
.こ
.
.：■に
え
'ら
れ

た

生

命

表

を

、
コ

.丨

.ホ
ー

ト

生

命

表©
と

.1

.て
セ

.
ッ

卜

す

る

:

の
で
あ
る
，

' 

.
:■
'

;

'

V 

-
V 

. 

•

.
■

' 

. 

j 

- 

■

し
か
し
、
こ
の
生
命
表
姆
は
ニ
つ
の
公
表
生
命
表(

第
三
回
と
第
四
回)

：'
:か
ら
割
出
.さ
れ
て
き
た
も
の
，で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
松
浦
氏
の
改
作
生
命 

'表
を
用
い
て
め
：割
出
U
作
業
.に
進
め
る
硬
で
本
れ
ば
、
.
£ず
公
表
の
第
三
回
と
第
四
回
生
命
表
の
乎
均
め
生
命
表
と
、■

い
ま
こ
こ

で
も
と
.め
た
生 

命
表
邮
と
を
ら
.な
ぐ
乗
数
値
を
0
歳
平
均
余
命
に
つ
い
て

-%
と
め
：る
。
,'
つ
ぎ
^
松

浦

：氏

の

：第
1ー：ー
回
生
命
表
と
第
四
回
生
命
表
：(

公
表)

'
と
：o
歳
平 

均
余
命
に
つ
い
て
の
乎
均
を
も
と
め
、
.そ

れ

に

い

ま
計
算
し
た
乗
数
値
を
.掛
け
た
o
歳
平
均
余
命
'を
も
：つ
生
命
表
を
モ
デ
..ル
生
命
表
の
な
か
か
ら 

選
び
出
せ
ば
、
こ
の
生
命
秦
匕
そ
、
ょ
く
一 
九
一
，
三—

ニ
0.
.年
を
說
明
し
ぅ
.る
.コ
I
ホ
I
.ト
生

命

表

な

の

，
で

あ

る

，

:
■
こ
の
ょ
ぅ
な
勝
想
を
筋
書
き
通
り
に
進
め
る
の
に
は
.「

適
当
な
モ
.デ
.ル
生

命表
」
，；：

の

存

在

如

何

が

切

札

と
•な
る

;0
4
日
、
：
' モ
デ
ル
生
命
表
と
し

.

■

. 

- 

. 
•
 

. 

(

2 
ノ

-

:

•

て
は
、
国
連
が
作
成
し
た
一
一
つ
の
モ
デ
ル
生
命
表(
先
進
国
用
と
後
進
国
用)

：，：が
あ
る
。
こ
の
ー
|
:つ
は
，を

:4
に
白
ホ
の
.事

情

(

年
齢
別
死
亡
率)

.
と
型 

が
適
い
す
ぎ
て
使
用
に
耐
え
.な
い
。
そ
こ
で
わ
が
国
の
_
11
-
を
説
明
で
き
'る
独
自
0
モ「

デ
ル
^

#
ま
の
作
成
が
要
請
さ
れ
て
く
'る
。
ま
た
、
こ
の 

潼
の
作
業
め
ほ
か
に
も
、
'た
と
え
ば
一
八
九
0
年

か

ら

、
へ
さ
ら
'に
さ
_か
.の

ぼ
0
て
>
:明

治

初

年

に

い

た

る

人

：ロ

の

分

析

に

も

役

立

'
つ

ょ

ぅ

な

モ

デ 

'
ル
生
命
表
が
要
誉
れ
る
の
-奮

る

，
と
の
仕
事
は
目
下
わ
I

の

研

究

寒

:進
め
|

$

階
に
あ
：っ
て
，
な
お
多
く
の
労
力
と
日
数
を
.要
す
る
仕
事
な
の
；で
> 
右
デ
ル
生
命
表
を
使
つ
：て
.
.の
割
出
>
-
>
操
作
は
：、：
こ
の
際
の
作
業
か
ら
は
断
念 

せ
ざ
る
を
.え
な
か
っ
た
。

： 

.

：：
■,
:

:'united Nations.;: 

f
e
o 

M
O
M 

0̂

マ

l.r.

イ
ン

'フ
ル

エ

Vザ
死

亡

数

の

考

慮'
.
ハ

：
^

そ
こ
.で
、；
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
補
の
推
計
作
業
を
'
.一.
応

あ

き

ら

め

て

ィ

や

む

；̂
.

え

ず

公

表

の

イ

ン
7
ル

モ

ン

ザ

死

亡

数

か

ら

の

.推

計

を

試

み

る

こ 

と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、

1

九
.一
：八

年

と

1

九

ニ

〇

年

の

一：：

一
.つ
の
年
に
イ
ン
フ
.ル
-.
ン
>

死
亡
者
が
な 

九1 
一◦
年 

に
在
世
し
た
と
推
定
.さ
れ
る
人
.ロ
を
年
齢
別
.に
算
出
す
る
。；
こ
こ
‘に
'一：

九一 
一0
年

€
'
.
年
齢
別
^

0
、が
4:
^
ら
れ
た
こ
と
.に
か
る
か
ら
、
.
こ
.

Q
.

人
口 

:

を
基
礎
に
し
て
：
前
篇
で
め
推
計
方
式
に
し
た
：栌
え
ば
■'
初

期

の

：目

的.を
達
成
す
る
こ
と
が
：'で
き
る
。

'■
推

計

の

実

際

に

入

る

た

め

、
，第

5.
2
表

に

ー

九

ー

八

年

と

.ー

 

九
ニ
〇
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
死
亡
数(

日
本
帝
国
死
因
統
計
ょ
り)

-:
を
か
か
げ
、

第
■ 

4.
1
4.
2
図
に
そ
れ
を
.し
め
し
た
。

5
歳
階
級
別
に
.ま
と
め
ら
れ
た
死
亡
数
を
.各
歳
別
に
ほ
ぐ
す
た
め
、

_
5歳
移
動
平
均
に
ょ
る
便
法
を
講
じ
た
。

.

さ
て
作
業
は
：つ
ぎ
の
ょ
ぅ
に
す
す
め
ら
れ
る
。

1>
_ま
ー
九
ー
.八
年
と
一
九
ニ
〇
年
の
ニ
つ
の
年
^
イ
シ
フ
ル
ェ
ン
ザ
が
発
生
ム
な
か
っ
た
と
仮 

宠
す
る
と
き
、
こ
め
一一：.

つ§

年

の

イ

ン

.ジ

ル

エ

、
ン
，ザ

死

亡

者

が

一

.九
ニ
〇
年
に
生
存
し
：.た
と
撒
定
さ
れ
石
人
ロ
を
男
女
別
年
齢
別
に
算
出
す
る
。
一
 

.

.す
な
わ
ち
そ
れ
は
、

D
2 

x
.

(

L
J
r
-
2

)

+

p

〔

p
; 

0
5
M
A
y
M
、
U
H 

y

-K
^
t
:幾
，J

u
/
L
i
;

许
游 

s

1

9

100
S

2

0
 

i

と
い
ぅ
方
式
で
算
出
す
る
こ
と
が
：で
_き
4
。
第

6-
]
7.
1
表
は
男
女
別
に(

そ
九
ぞ
れ
ー 

'九
ニ
〇
_年

に

ま

と

め

た

：.
イ
ゾ

ウ
ル
エ
ン
ザ
死
亡
数
を
算
定
し 

■た
。
..

こ
れ
ら
の
数
字
を
一
九
ニ
〇
年
の
生
存
人
口
と
す
る
と
き
、
.コ
丨
ホ
ー
ト
生

命

表(

A—

E)

.の
生

残

率

：の

逆

数

系

列

の

.セ

ッ

ト

9
6
.
0
. 

?

>

•

+

〕
(

前
篇
ポ
|
参
照)

と
、
松
浦
氏
生
命
表
と
公
表
生
命
表
を
つ
な
ぐ
乗
数
値(

前
篇
が
参
照)

か

ら

.、
；
年

次

別

の

出

生

数

を

男

女

別

に

推

計
 

;し
た
の
が
第
6-
2

7.
2

表
ぉ
ょ
び
第
5-
1

5.
2

|

.
ぁ

る

。
.

.
：•
:
'

以
上
で
一
九
一
八
年
ど
-*
九
一
|
0年
に
イ
ゾ
フ
ル
エ
シ
ザ
が
発
生
じ
が
か
^
た
と
仮
定
贫
る
と
き
ァ
そ
の
死
亡
数
か
ら
算
出
さ
れ
る
出
生
数
の 

推
計
作
業
を
終
え
石
'
0
つ
ぎ
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
，ザ
死
亡
に
関
ず
る
同
@
の
推
計
を
.婦
叭
数
‘ (

一

|

五—

四
四
歳)

に
つ
い
て
お
こ
な
ぅ
の
で
あ 

:

わ
が
国
'一.八
九
〇—

一
九
二
〇
年
の
出
生
数
と
総
出
生
率
の
推
計(

完)

，： 

.一.

I

五

'(

七
〇
九)



第 4 '1図 5變階級別イソっルェンザ死亡数 第 5.2表 イ Z フ ル エ ン ザ 死 亡 数 （日本帝国死因統計より）

年 齢

1918
- . . . .

1920 . .

男

. ■ 

女ノ 男 女 、

0— 1

... . . . . : 

3,375

ノ.バ ......

3,103 5,041 4,276
1— 2 1,672 1,853 ス 056 ; 3,019
2— 3 1,459 1,734 1,620 ' 1,907
3— 4 1,286 1,541- 1,259 1,542
4— 5 ..... 1,092 1,451 991 1,327

(8,884) (9,682) (11,967) (12,071)

5—10 2,440 ' 、

: 、 . ' へ：..■ '  . 
3,628 2, 278 3,305

10—15 968 1/420 999 1,709
. 15—20 1,807 3,412 4,401

20—25 2,748 ■ 3,048 = 4,909 6,360
25—30

' ■ ンパ

2,611 3,003 5,273 6,485

30—35
. . . . . .

2,624 2,447 5, 553 . 5,355
-3 5 ；40 '  2,393 1,895 4,297 3,400
40—45 1 ,9 6 1： 1,378 •3,435 2,530
45—50 1,438 875 2,464 1,498
50—55 1,295 824：

, . . . . . . ■ ■■
2,161 1,572

55—60 899 600 1,586 1,252
60—65 1,113 940

3,194 ■ 2,569
65—70 
70 -75

1,183 1,087
1,112

1,761 1,908
75-80 660 724

80—85 
• 85—90

239
104

. . . . . ;
360

• 247 431

90—95 11 28
16 27

95 + 4 : : ノ''...'. 6  

へ' . : . ■ ' . .

不 詳 : .‘.. . 1 ... 3 —

総 計 34,488 . 35,336 53,555

r

54,873



第 6 ，2表ィンフルニンザ死亡数からの出生数推計(i|3)

年 齢

：■

年 ‘ 次

1920年にま
，とめたイ :ン 
フルェンザ

| 〔E.D.C.

1 B.A.l/p。〕
1

(7) 乘 数 値  

.、

推 計 出 生 数  

(9)

(5) (6) (5)X(6) (8) (7)X(8)

30 1890 1,602 1,7658 2,829 1,0388 .2,939
29 91 1,591 1.7445 2,775 1.0388 2,883
28 92 1,585 1.7218 2, 729 1.0388 2,835
27 93 1,579 1.6994 2,683 1.0388 2,787
26 94 1,569 1.6761 2, 630 1.0223 2, 689
25 1895 .1,560 1.6526 2, 578 1.0236 2,639

、 24 96 1,550 1.6270 2, 522 1.0209 2,575
23 97 1,498 1.5987 2, 395 1.0243 2,453
22 98 1,447 1.5701 2, 272 1.0268 2, 327
21 99 1,351 1.5481 2,091 1.0266 2,147
20 1900 1,254 1.5256 1,913 ， 1.0270 1,965
19 01 1,157 1.4983 1,734. 1.0244 1,781
18 02 1,065 1.4958 1,593 1.0205 1,637
17 03 972 1，4730 1,432 1.0205 1,461
16 04 844 1.4531 ,1,226 1.0204 1,263
15 1905 714 ■ 1 : 4387 1,027 1.0203 1,048
14 06 585 1.4266 835 1.0206 852
13 07 547 1.4053 769 1.0181 783
12 08 509 1.4092 717 1.0143 727
11 09 620 1.4179 879 1.0119i 889

: 1 0 1910 728 . 1 . 3949 1,015
■ . ! ： ■1 

1.0084 ； 1,024
9 11 837 1.3835 1,158 1.0083 1,168
8 12 1,007 1.3713 1,381 1.0070 1,391
7 ' 13 1,216 1.3590 1,653 1,0046 1,661
.6 14 1,639 1.3550 2, 221 1.0046 2, 231
5 1915 1,981 1.3389 2, 652 1.0046 2,661
4 16 2,402 1.3260 3,187 1.0025 3,195
3 17 2,846 • 1.3056 3,716 .9996 3,715
2 18 4,625 1.2968 5,998 1.0005 6,001
1 19 3,056 1.2269 3,749 1-0011 3,753
0 ： ；1920 5,041 1.1273 5,683 1.0127 5,755

U J e
=  1.1273

わ
が
国
一
八
夂
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第 6 •1表インノルェンザ死亡数を1如0 年にまとめる作業(男)

. '年 . 齢

イ ン フ ル ェ

ソザ死亡数 
1 9 1 8  年

...... D 2 - 2 _

: W l _ c - 2 1 ( 3 )

■イン フ ル ェ _

ンザ死亡数 
1 9 2 0 年 

D *

1 9 2 0 年にま
..，と め た イ .'ノ

死亡 S  ( 5 )

'

年 次

1 9 1 8

x  —  2

1 9 2 0

X .⑴ ( 2 ) ⑴ X ⑵ (4 ) (3) + (4}

2 8 3 0 5 2 3 . 9 8 3 9

. S ;

' 1 5 1 4 1: : 1 , 0 8 8 • 1 , 6 0 2 1 8 9 0

2 7 2 9 、 5 2 2 . 9 8 3 6 : 5 1 4 j 1 , 1 , 0 7 7 1 , 5 9 1 9 1

2 6 2 8 5 2 8 . 9 8 3 2 5 1 9 1 , 0 6 6 1 , 5 8 5 9 2

2 5 i 2 7 5 3 3 ' r : . 9 8 2 7 ； 5 2 4 1 , 0 5 5 1 , 5 7 9 9 3

2 4 2 6 5 3 9 . 9 8 2 0 5 2 9 1 : 0 4 0 1 , 5 6 9 9 4

2 3 2 5 5 4 4 ! > 9 8 1 4 • : 5 3 4 1 , 0 2 6 1 , 5 6 0 1 8 9 5

2 2 2 4 5 5 0 . 9 8 1 0 , 5 3 9 ； 1 , 0 1 1 1 , 5 5 0 9 6

: . 2 1
2 3 . . . 5 1 2 . 9 8 0 6 、 ' 5 0 2 . 9 9 6 1 , 4 9 8 9 7

2 0 2 2 4 7 4 • 9 8 0 4 4 6 5 9 8 2 1 , 4 4 7 ' 9 8

1 9 2 1 4 3 7 ：9 8 0 6 4 2 9 、 9 2 2 1 , 3 5 1 9 9

1 8 2 0 3 9 9 . 9 8 1 2 3 9 2 8 6 2 .1 , 2 5 4 . 1 9 0 0

1 7 1 9 1  3 6 1 . 9 8 2 3 3 5 5 8 0 2 1 , 1 5 7 0 1

1 6 1 8 3 2 8 . 9 8 4 2 3 2 3 7 4 2 1 , 0 6 5 へ 0 2

1 5 1 7 2 9 4 • 9 8 6 5 2 9 0 ; B 8 2 9 7 2 0 3

1 4 1 6 : 2 6 1

;

, 9 8 9 0 2 5 8 5 8 6 8 4 4 0 4

1 3 1 5 2 2 7 ，9 9 1 2 2 2 5 . 4 8 9 7 1 4 1 9 0 5

1 2 ’1 4 1 9 4 . 9 9 2 7 1 9 2 3 9 3 5 8 5 0 6

1 1 1 3 2 5 3 . 9 9 3 6 丨’ 2 5 1 2 9 6 5 4 7 0 7

1 0 1 2 3 1 1 • 9 9 3 8 / . .  3 Q 9 2 0 0 5 0 9 . 0 8

9 1 1 3 7 0 . 9 9 3 5 3 6 9 - 2 5 1 6 2 0 0 9

8 1 0 ■ 4 2 9 . 9 9 3 0 4 2 6 '  3 0 2 7 2 8 1 9 1 0

7 9 . 4 8 a . 9 9 2 2 4 8 4 3 5 3 8 3 7 1 1

6 8 6 0 9 . 9 9 0 8 6 0 3 r  4 0 4 1 , 0 0 7 1 2

5 7 7 6 8 . 9 8 8 9 7 8 0 T  4 5 6 1 , 2 1 6 1 3

4 6 1 , 0 9 2 . 9 8 5 1 1 , 0 7 6 5 6 3 1 , 6 3 9 1 4

3 5 1 , 2 8 6 . 9 7 8 3 1 , 2 5 8 7 2 3 1 , 9 8 1 1 9 1 5

2 4 1 , 4 5 9 . 9 6 6 9 1 , 4 1 1 9 9 1 2 , 4 0 2 1 6

1 3 1 , 6 7 2 , 9 4 9 1 1 , 5 8 7 1 , 2 5 9 2 , 8 4 6 1 7

0 2 3 , 3 7 5 . 8 9 0 5 3 , 0 0 5 1 , 6 2 0 4 , 6 2 5 1 8

■

1
3 , 0 5 6 3 , 0 5 6 1 9

0 5 , 0 4 1 5 , 0 4 1 . 1 9 2 0

.
:ニ

八(
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第 7.2表インレルェンザ死亡数がらの出生数推計（女)

■ .. . f ■..

年 齢 . 年 次

1920年にま
とめたイ、ノ' 

死亡£ノ

〔E，D.C.

B.A.l/j)0〕
(7) 乘 数 値

推計出生数 

(9)

(5) (6) (5)X(6) (8) (7)X(8)

30 1890 1,728 1.7509 3,026 1.0246 3,100
29 91 1,795 1.7284 3,102 1,0246 3,178
28 92 1,842 1.7055 3,142 1.0246 3, 219

- 27 93 1,889 1；6824 3,178 1.0246 3f 256
26 94 1,892 1.6584 3,138 1.0256 3,218

25 1895 1,882 1,6344 3,076 1,0282 3,163
24 96 1,878 1.6097 3, 023 1.0270 3,105
23 97 1,836 • 1,5827 2,906 1.0281 2,988
22 98 1,794 1.5554 2,790 1.0288 2,870

；21 £9 1,679 1.5323 2,573 1.0284 2,646

20 1900 1,563 1.5085 2,358 1.0289 2,426
19 01 1,449 1.4816 2,147 1.0265 2, 204
18 02 1,344 1.4738 1,981 1.0225 2,026
17 03 1,239 1.4511 1,798 1.0225 1,838
16 • 04' 1,106 1:4291 1,581 1.0220 1,616
15 1905 972 1,4114 1,372 1.0214 ん401

:06 838 1.3959 1,170 1.0220 1,196
、 13 07 819 1.3749 1,126 1.0195 1,148

12 08 799 1.3757 1,099 1.0157 1,116
11 09 951 1.3809 1,313 1.0131 1,330
10 1910 1,102 1.3611 1,500 L 0087 1,513
9 11 1,252 1，3505 1,691 1,0079 1,704
8 12 1,459 1.3391 1,954 1.0072 1,968
7 13 1,682 1.3277 2,233 L0051 2, 244
6 14 • 2,222 1.3230 2,940 1.0051 2,955
5 1915 : 2 , 4 7 6 1.3076 3,238 1,0051 3,255
4 16 3,002 1,2952 3,888 1.0027 3,898
3 17 3,301 1.2743 4,206 ,9996 4,204
2 18 4,690 1.2630 5,923 1.0003 • 5,925

. i 19 3,019 1.1990 3,620 1，0007 3,623

°
1920 4,276 1.1125 4,757 1.0101 4,805

ノ 姊 ニ 1. 1125
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年 齢
ンザ死亡£  

、1918年
Djt-2

h xl h x~2 (3)
, •’ ..

’ ンぶ.死論
1920年 

D,

1920年にま 
とめたイシ 
フルェンザ

死 亡 数 （5) 年 次

1918
x — 2

1920
X (1) ⑵ ⑴ X⑵ ⑷ : . ⑶十⑷

28 30 578 . 9800 567 1,161

•

1,728 1890
27 29 601 . 9795 588 1,207 1,795 91
26 28 602 .9793 590 1,252 1,842 92
25 27 604 .9790 592 1,297 へ 1,889 93
24 26 606 .9786 593 1,299 1,892 94

23 25 608 .9782 595 1,287 1,882 1895
22 24 610 .9777 596 1,282 . 1,878 96
21 23 572 ，9774 559 1,277 1,836 97
20 22 534 ‘ 9772 522 上 272 1,794 98
19 21 496 .9773 485 1,194 1,679 99

18 20 459 . 9777 448 1,115 1,563 1900
17 19 421 .9785 412 1,037 1,449 01
16 18 393 .9797 385 959 丨 1,344 02
15 17 366 . 9814 359 880 1,239 0.3
14 , 16 339 . 9836 333 773 1,106 04

13 15 311 . 9862 307 665 972 1905
12 14 284 .9887 281 557 838 06
11 13 372 ,9907 369 450 819 07
10 12 461 .9918 457 342 799 08 ：
9 11 549 • 9922 545 406 951 09.

8 10 637 . 9921 632 470 1,102 1910
7 9 726 • 9914 719 533 1,252 11
6 8 871 ,9901 862 597 1，459 12
5 7 1,034 .9880 1,021 661 1,682 13
4 6 1,451 . 9840 :1 ,4 2 8 794 2, 222 14

3 5 1,541 .9773 1,506 ■ 970 2,476 1915
2 4 1,734 .9662 1,675 1,327 3,002 16
1 3 1,853 .9490 1,759 1,542 3,301 17
0 2 3,103 .8969 2.783 1,907 4,690 18

1 3,019 3,019 19

0 4,276 4,276 1920

第 7.1表インフルエンザ死亡数を1920年にまとめる作業（女)
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第 9，1 表福計出生数と総出生率（インフルエンザ死亡をふくむ)

年 次

女
.総出生数 婦 人 数  

(年齢15—44)
総出生率 性 i t

V .  {21 ⑴+ ⑵ ⑷ ⑶/⑷ ⑴/⑵

パ .:.:フ
r f. •

1890 699,654 652,776, 1,352,430 8,531,019 158, 5 107. 2
91 650,404 613,148 1,263, 552 8,634.061 146, 3 ； 106.1
92 713,147 666, 376 1,379,523 8,737,104 157.9 : 107.0
93 699,717 654,582 1,354,299 '8,840,147 153. 2 106.9
94 713,038 679,022' 1,392,060 8,943,190 155. 7 ： 105.0

1895 738,543 702,567 1,441,110 9.046,232 159.3 105.1
96 735,726 710,182 1,445,908 9,142,741 158.1 103.6
07 743,052 709,826 1,452,878 9,239,252 157.3 104.7
M 779,544 760,029 1,539,573 9,335,761 164.9 102. 6
99 753,796 729,042 1,482,838 9,432,272 157. 2 103.4

1900 792,860 770,301 ' 1,563,161 9,528,781 164. 0 102.9
01 830,928 799,538 1,630,466 9,619,150 169.5 103.9
02 842,063 814,330 1,656,393 9,709,518 170.6 103.4
03 843,835 810,898 1,654,733 9,799,886 168. 9 104.1
04 804,149 770,373 1,574,522 9,890,254 159.2 104,4

1905 804,267 773.612 1,577,890 9,980,623 158.1 104.0
06 791,034 750,867 1,541,901 10,089,738 152.8 105.3

：■. *07 875,020 838,399 1,713,419 10,198,853 168. 0 104.4
08 905,329 863,202 1,768,531 10,307,969 171.6 104. 9
09 937,018 904,785 1,841,803 10,417,084 176. 8 103.6

1910 911,931 875,652 1,787,583 10,526,199 169.8 104.1
11 930,980 891,028 1,822,008 10,667,247 170. 8 104.5
12 965,663 927,069 1,892.732 10,808,295 175.1 104.2
13 966,097 920,708 1,886,805 10,949,343 172.3 104.9
14 972,080 923,503 1,895,583 11,090,391 170.9 105. 3

1915 934,428 924,448 1,857,461 11,231,439 165,4 101.1
16 948,124 903.296 1,351,420 •11,384,049 162. 6 105.0
17 918,394 909,281 1,827,675 11,536,657 158.4 101.0
18 917,950 887,081 1,805,031 11,689,267 154.4 103.5
19 879,023 876,230 1,755,253 11,841,875 148.2 100.3

1920 1,084.071 l,052,jL76 2,136,247 11,994,485 178.1 103.0
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第 .8 .1 表インフル； '/ザ死亡からの15—44歳婦人数推計（1890—1920)

• 1920 1915 1910 1905. 1900 1895 1890

70-74 1,925

65—69 2,145 2,610
60-64 2,039 2,607 3,169

55—59 1,956 2,321 2,966 3,616

50-54 2,345 2,145 2,549 ：.：3,266 3, 994

45-49 2,683 2,510 2,296 2,734 • 3,512 4,302

40-44 4,061 2,838 2,651 2,429 2,898 3,729 4,575

35-39 5,601 4,289 2,992 2,800 2,570 3,069 3,954

30—34 7,87i 5,903 4,514 3,152 2,953 2,713 3,242

25—29 9,299 8,287. 6,205 4,746 3,315 3,107 2,855

20-24 8,751 9,823 8,734 6,532 4,990 3,483 3,263

15—19 6,111 9,246 10,339 9,166 6,836 5,239 3,634

合 計 41，694 40,386 35,435 28,825 23,562 21,340 21,523
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第 ^ ).1表推訏出生数と総出生率（インフル主ンザ死亡をのぞく） 

(水島氏生命表による) ‘

国

八
九 
〇

o
年
の
出
生
数
と
総
出
生
率
の
推
計

七

4

年 沐

女 総出生数  
• ⑶

婦 人 数  
(年齢15—44) 総 出 生 率 性 比

- ■ (1) (2)

S

(1) +  (2) (4) ⑶/⑷ ⑴/⑵

B (1890)

' ■ ノ ： ： ■ -

706,026 686,226 1,392,252 8,790,998 158. 4 102.9
6(1891) 654,335 643,479 1,297,814 8,887,912 146.0 101.7
B(1892) 715,523 699,163 1,414,686 8,984,826 157.5 102.3
B(1893) 700,551 686,661 1,387,212 9,081,740 152.7 102.0
B (1894) 724,544 711,136 1,435,680 9,178,654 156.4 101.9

B(1895) 749,219 733,037 1,482,256
, ,

9,275,568 159.8 102.2
BC1896) 749,475 742,732 1,492,207 9,362,897 159.4 100, 9
BC1897) 756,933 744,035 1,500,968 、 .9, 450, 226 158.8 101，7
B(1898) 794,127 799,071 1,593,198 9,537,554 167.0 99.4
B (1899) 766,872 766,338 1,533, 210 9,624,883 159.3 100.1

B.(1900) 805,891 808,333 1,614,224 9,712, 212 166.2 99.7
B(1901) 344,612 837,413 1,682,025 9,790,831 171.8 100.9
B(1902) 856,440 851,750 1,708,190 9,869,450 173.1 100.6
B(1903) 856,464 844,234 1,700,698 9,948,069 171.0 101.4
B(1904) 813,995 798,552 1,612,547 10,026,688 160.8 103.1

：B (1905) 812,036 799,565 1,611,601 10,105,307 159.5 101.6
B (190^) 797,683 773,657 1,571,340 10, 201, 274 154-0 103.1
B (1:907) 881,402 859,877 1,741,279 10, 297,242 拜 1 102,5
B(1908) 911,238 ：882,786 1,794,024 10, 393, 209 ；172.6 103. 2
B(1909) 942,661 923,970 1,866,631 10, 489,177 ；178.0 102. 0

B(1910) 918, 215 893,188 1,811,403 10, 585,144 171.1 102.8
B(1911) 933,806 .904,949 1,838,755 10,712,982 171.6 103. 2
B(1912) 964,712 936,661 1,901,373 10, 840,820 175.4 103.0
B(1913>: 967,021 930,743 1,897,764 10,968,658 173, 0 103.9
B(1914) 973,779 934,236 1,908,015 11,096,496 m '9 104.2

B (1915) 934,858 904,409 1,839,267 11,224,334 163.9 103. 4
B(1916) 948,523 916,560 1,865,083 11,370,025 164.0 103.5
B(X917) 918,356 890,818 1,809,174 11,515,717 157-1 103.1
B(1918) 915,590 892,064 1,807,654 11,661,408 155.0 102.6
B (1919) 877,922 855,424 1,733,346 11,807,100 146. 8 102.6

B(1920) 1,076,789 1,049,853 ( 2,126,642 11,952,791 177. 9 102.6

第 7 .1図 総 出 生 率 （インフルェゾザ死亡をふぐむ)
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1

_
吃
か
か
げ
る
各
组
氚
表
.の
o
歳
平
均
余
命
4
の

相
違
を
そ
.の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
と
み
る
：こ
と
が
：で
き
よ
ぅ
。

.

(

1 3)

,.
'
,
:
'
.

水

島

治

失「

扛

が

：国

初

期

y

 

(

統
計
局
第
一ー

四
回)

生
命
表 

へ
の
改
作」

(

民
族
衛
.生
1

一
八
巻
第
-—
.

号
';
'

.1

九
六
一
一
年
。

あ

.

.

.

.
と

.が

き

-
'
：

前
篤
は
知
た
く
；し
：が
ブ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
人
口
研
究
所 

(oface: 

.of- population.

.
 Resear,ch, Princeton, university)

で
お 

こ
な
ら
•た
作
業
を
ま
と
：め
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
当
時
す 

'で
に
ィN

フ
ル
エ
：
ン
ザ
死
亡
め
取
数
い
に
つ
い
て
、
所
長
コ
ー 

ル

?

t
 

H 

教
授
之
何
日
間
も
打
合
せ•

討
論
が
重 

，
ね

ら

れ

た

。

そ

，
の

年

(

一
九
六
：一
年

)

.

.か
ら
数
年
前
に
、
と
き
の 

所
長
ノ 

I
ト
ス
タ

イ

ゾ

(
F
r
a
n
k

..w*Notestein
)

教
授
が
ア
メ 

リ
ヵ
人
.の
大
学
院
学
生
の
一
人
.に
ド
ク
タ
ー
論
文
と
し
て
、
ァ 

メ
リ
力
の
ー
九
ー
ー
|〇
年
以
前
の
出
生
数
推
計
を
テ
ー
マ
に
あ
た



, 第 10 • 3表 1925年セZ サろ人口からの推計出生数 

(水島氏生命表による） ，

年 次
. . ' 、 ド.

男 :4Y . • 女 .

1 9 2 5 #  
.からの

m  i f 摩

'インフルェ .

ンゼ死亡敎 
からの 

推計出生数

⑶
1 9 2 5 年 
からの 

推 計 m

■イ.ンフルェ

ンザ死亡数 
から’の__ 

推 計 数

(6) '

パ1)'': . ‘ ⑵ ⑴+ ⑵ ⑷ (5) (4)+ (5)

B(1890) 706,026 2.978 709,004 - 686,226 3,271 689,497

B(1891) ' 654, 335 2,912 657,247 638,516 3,353 641,869

B (1892) 715f 523 2,856 718,379 699,163 3,392 70 ,̂ 555

B (1893) 697,748 2； 800 700,548 678,471 3,431 681；902

B(1894)
i

721,564 ノ 2,742 724,306 694,400 3,385 697,785

B(1395) 747,285 2.685 749,970 721,915 3,313 725,228

さ(1896) 749,475 2,632 丨 752,107 739,238 :3,261 742,499

B (1897) 756,933 2,507 759,440 734,022 3,143 737,165

B (1898) 794,127 2,382 796,509 782,483 3,028 785,511

B(1899) :766,872 丨 2,189 769,061 :753,218 2,790 756,008

■ r ■■

B(1900) ； 805,891 2,000 807,891 800,724 2,555 803,279

B(1901) 838,067 1,809 839,876 823,335 2,314 825,649

BC1902) ： ' 844,280 ：1,654 845,934 838,552 2,124 840,676

B (1903) [  J 828, 471 1,486 829,957 832,644 1,918 834,562

B 涵 •) ； 788,813 マ1,269 790.082 781,144 1,678 782,822
.• . ■

B(1905) 807,073 965 808.038 799,565 1/449 801,014

B(i906). :791,892 • 860 792,752 761,735 1,2^4. 762,969

B (1907) ；：，876,466 ' 789； 877,255 857.07P 858,257

B(i908) い: 899,590 • 733 900,323 881,165 1.142 882,307

B(1969) 938,772 . 893； 939,665 923,970 1,350 925,329

B(1910) 913,883 1,032 914.915 893,188 1,543 894,731

B(1911) 928,985 1,171 930,156 904,949 : 1,733 906,682

B(1912) 964,712 1,391 966,103 936,661 1,992 938,653

B (1913) V  967.021 1,663 968,684 930,743 2,275 933,018

B (19!4) 973,779 2,237 976,016 933,579 2,993 936,572

B (1915) .933,396 2,667 936,063 899,901 3,286 903,187

B (1916) 945,039 3,203 948,242 910,847 3,943 914,790

B(1917) 918,356 3,730 922,086 888,636 4,258 892.894

B (1918) 915,590 ' 5,995 921,585 892,064 5,970 898,034

B(1919) 877,922 3,765 881,687 855,424 3,659 859,083

B(1920) 1,063,415 5,747 1,069,162 1，032,005 4,816 1,036,821
................

.
わ
が
国
1
八
九
0
丨
ー
九
.ニ
〇
年
の
出
生
数
と
総
出
生
率
の
推
計(

完)
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第 10.2表 1920年センサス人0 からの推計出生数

( 水岛氏生命表による） •
■ , ■ .

■
金

年 次 ’
. へ

男.:へ:.し ：' k  . ... %

1 9 2 0 年
からの：..， 

推 計 数

インソル.ェ
ンザ死亡数 
からの推計 
出生数

⑶
1 9 2 0 年 
：からの. 

推 計 数

.イ.ンフルェ
ンザ死亡数 
からの推計 
出生数

(6)

⑴ (2) ⑴ナ⑵ (4) (5) ⑷ +  (5)

B (1890) 699,463 2,978 702,441 683,583 3,271 686,854
3B (幽 ） 652,1.44 2,912 655,056 643,479 3,353 646,832
B (1892) 710,908 2,856 713,764 697.132 3,392 700,524
13(1893) ' 7 0 0 . 551 2； 800 703,351 686,661 3,431 690,092
B (1894) 724,544 2,742 727, 286 711,136 3,385 714/521

B (1895) 749,219 2,685 … 751, 904 733.037 3,313 736, 350
13 (1896) 743,510 2,632 746,142 742,732 3,261 745,993
B (1897) 744,358 2,507 746,865 744.035 3.143 747,178
B (1898) 759,519 ' 2,382 761,901 799,071 3,028 802,099
B (1899) 731,945 2,189 734/134 766,338 2,790 769/128

B-C1900) 805.546 2,000 807,546 808.333 2,555 810,888
B(i901) 844,612* 1,809 ' 846,421 837,413 2,314 839;?27
13(1902) 856,440 1,654 858.094* 851,750 ' 2,124 853,874
.13(1903) 856,464 1,486 857,950 844：234 *1,918 ,846,152
B(1904) 813,995 1,269 815,264 798,552

. . . . .

1,678 800,230

B(1905) 812,036 965 ; 813.001 796.294 1,449 797,743
B (1906) 797.683 860 798.543 773,657 1,234 774,891
B (1907) 881,402 789 882,191 859,877 1,178 861,055
B (1908) 911,238 733 311,971 882,786 1,142 883,928
B(1909) 9 取  661 893 943,554 910,510 1,359 911,869

B (1910) 918, 215 1,032 919,247 890,381 1,543 891,924
B(1911) 933, 806 ^1,171 934,977 904,441 1,733 906,174
B(1912) 961,485 1,391 962,876 930,199 1,992 932,191
& (1913) 957,759 1,663 959,422 922,068 1 2,275 924,343
B(1914)

. 、
971,094 2,237 973,331 934,236 2,993 ■ 937,229

B(1915) 934,858 2.667 937,525 904,409 3,286 907,695
B (1916) 948,523 3,203 951,726 916,560 3,943 920,503
B(1917) 917,152 3,730 920,882 890,818 4,258 895,076
B(1918) 907,063 5,995 913,058 883,377 5,970 889,34?
B (1919) 861,568 3,765 865,333 839,853 3,659 843,512

B (1920) 1,076,789 5,747 1,082,536 1,049,853 4,816 1,054,669

三

八

.

(

七
ニ
ニ)



第 l l v l 表
0歳平均余命もの比較

..
■ .. 

: . . . . . . •

1891-98(1). 1899r-1903(n)
..■ 一 -

1909—13 (ra) 1921—25 (IV)

Male Female Male Female Male Female Male Female

公 表 生 命 表  

辑浦氏生命表 

水島氏生命素

42.8 
37.1 
35. 29

44.3 
39 メ '  
36. 86

43. 97
39.1
37.80

44.85
40.9
38.20

44.2—5
41.3
40.22

44. 73
42.6
40.82

42. 06 43.20

1~

 ̂

o 

.
.

え
た
。
こ
れ
を
直
接
に
指
導
し
た
の
は
当
時
助
教
授
^

§̂/
^

6 professor)
で
あ
っ
た
コ

ー
ル
教
授
で
あ
っ
た
。

5(
I
V
:
l
'

4a
':
コ

ー

ホ

ー

ト

生

命

表

を

セ

ッ

ト

し

て

、

.基
準
人
口
の
年
齢
分
布
か
ぢ
诗
間
の
.順
序
を
逆
に
も
ど
る
方
式
は
、
：
わ
た

1—
l e

06
:

、
:

く
し
0

作
業
も
同
じ

.

で
あ
る
が
、
ア
メ
ゾ
カ

.

の
特
殊
性
が

.

日
本
と
異
る
の
は
大
量
の
移
民
の
考
慮

.

で
あ
っ
た
。
つ 

92
la
.

42
.

:

 

. 

!

1

':
:
. 

I

ぎ

.に
セ
ツ
ト
さ
.れ

た

考

慮

す

べ

き

要

因

は

ィ

シ

フ

ル

；土

ン

ザ

死

亡

，で

あ

.っ

.た
。
ぺ1

九
一
八
年
に
世
界
を
席
巻
し
た

g
ma
]
4.
7

2.
6

0.
.
8

"

ィ
ン
フ
ル)

，エ
ン
'ザ
の
猛
威
は
、
死
亡.が
出
生
を
上
，廻
っ
て
、.自
^

§
に
：：マ

ナ̂
ス
、を
記
録
し
た.国
.が

あ

ら

わ

れ

—1
3

5

'
:
2.
|

.
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
推
計
作
業
で
.は
当
然
.に
考
慮
さ
れ
る
：べ
き
要
因
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

尸—

ル

I

M a
i

44
.

4L
40
.

-■
:
.
教
授
の
セ
ン
：ス
も
こ
：こ
^

あ
っ
た
と
い
え
よ
ぅ
。'
、わ
れ
わ
れ
0-

本
人
が
当
時
の
日
本
の
事
情
を
課
題
と
し
て
と
り
：

M

lle
85

9
:2°
ム
げ
る
と
ぎ
、，1

九

5
ニ

年
'-
'
:

(

大
正
十
ー
ー
年

)

の
.関
東
大
！！
災
に
よ
る

5
S
0
0
0

の
死
亡
数
の
こ
と
も
考
え
な
け

03
(

:Fe
^
4
.
4 

3 
枚
ば
な
:̂
.な
い

。
.
第

四

回

生

命

表

' (f

九
一
--
ー
丄
ー
五
年

)

，
に
.は

こ

の

祐
t
数

が

：

4̂

 

一
 

九 

T9
-

-

-
-

-
--

99
-

al
e,

3.
9
79.
1

7.
8

0
二
五
年
の
セ
ン
サ
ス
人
ロ
か
ら
第
四
回
生
命
表
を
使
っ
て 

ー
-;
九
ニ
0
年
の
コ~

ホ
ー
ト
人
口
に
も
ど
る
と
き
に 

P

1

■

ば

、：
そ
の
.ま
ま
で
ま
こ
と
に
合
理
的
で
あ
る
が
、
し
か
1>
一；九

―-'
一
 

一一

_

 
ニ
〇
年
を
説
明
す
る
コ
ー
ホ
ー
ト
生
命
表 

v

em
a
:4.
3
9*
4
6.
8

へ

^
を
：セ
ッ
6
 ず
谷
の
へ
に
^

- 9
.

.

.

へV

 

.

災
の
影
響
が
又
り
込
ん
で
し
ま
久
て
、：

甚
だ
不
合
理
で
知
る
，
ご
の
こ
ど
は

前

篤

，
本

篇

と
% .
:

に

処

理
さ
れ
て
い

18
.
Ma
”
42
37
:
35
.
.
:

;

:
な
い
。
、本

稿

第

節

で

の

：

た
.

T

モ
デ
：ル
生
命
表
に
ゼ
^
方
法」

を
肌i

れ
ば
、
震
炎
死
亡
も
同
時
に
処
理
さ
れ

'

'

. 

.

.

. 

. 

 ̂

' 

■

.

.表
表
.
.表)

.

.る
_
.た
め
.
.合
理
的
な
方
法
と
い
ぅ
，こ
.̂
ガ
：
で
き
る
ノ 

.
..
:

^

f
へt

 

?
:

n

l

w助
教

授

が.ア
メ
リ
カ
の
事
例
に
つ
い
て
ド
ク
.タ
|
論
文
を
指
導
：し
だ
と
き
、
.

正
確
な
セ

.ン
，サ
ス
人
口 

;

パ

と
，
'
正
確
な
生
命
麦
が
与
え
ら
れ
て
い
て
、
そ

れ

ら

を

基

礎

に

作

業

を

：
お

こ

：な

い

、

正

確

な

公

表

数

字

'と

照

合

す

'

ニ ；
：

公
ン
彳
水
：_「

る
と
.き
、
.？f

九

-—
*
.A-
-年
の
ィ
ソ
フ
ル
工■

ン
，ザ
死
亡
を
考
慮
す
％

&
ど
^
:よ
令
て
.好
ま
し
い
結
果
を
.え
た
こ
と
が
、

.

.

.

.

'わ
が
固
一
八
九
〇

—

一
九
二
〇
年
の
出
生
数
と
総
出
生
率
の
推
計
：(

完)

:

.:

，因「
(

七
ニ
五)

第 10*4表推計出生数と総出生率（インフルヱ：/ザ死亡をふくむ) 
(水島氏生命表による） ；

年 次

男 女
総出生数  

⑶

婦 人 数  

(年齢15—44)
総出 生率 性 比

⑴ (2) ⑴十⑵ ⑷ ⑶/⑷ (1)/(2)

B(1890) 709,004 689,497 1,398,501 8,813,189 158.8 102.8
B(1891) 657,247 646,832 1,304.079 8,910,044 146,4 101.6
B(1892) 718,379 702, 555 1,420,934 9,006,899 157.8 102.3
B(1893) 703,351 690,092 1,393,443 9,103,753 153.1 101.9
B (1894) 727,286 714,521 1,441,807 9,200,608 賜 7 .101.8

B (1895) 751,904 736,350 1,488,254 9,297,463 160.1 102.1
B (1896) 752,107 745,993 1,498.100 9,385-227 159.6 100.8
B (1897) 759,440 747,178 1,506,618 9,472,991 159.0 101.6
B (1898) 796,509 802,099 1，598,608 9, 560,753 167.2 99.3
B (1899) 769,061 769,128 1,538,189 9,648,517 159.4 し 100.0

B (1900) 807,891 810,888 1,618,779 9,736,281 166.3 99.6
B (1901) 846,421 839.727 1,686.148 9,815,938 171.8 100.8
B(1902) 858,094 853,874 1,711,968 9,895,594 : 173.0 100.5
B (1903) 857,950 846,152 1,704,102 9,975,251 170.8 101.4
B (1904) 815,264 80Q,230 1,615,494 10,054,907 160.7 -101,9

B (1905) 813,001 801,014 1,614,015 10,134,564 159,3 10L5
B(1906). 798,543 774,891 1,573,434 10,231,826 153.8 103.1 '
B(1907) 882,191 861,Q55 1,743.246 10,329,089 168.8 102. 5
B(1908) 911,971 883,928 1,795,899 10,426,351 1.72.2 103.2
B(1909) 943,554 925,329 1,868,883 10,523,614 177.6 .102.0

B(1910) 919,247 894,731 1,813,978 10,620,876 170.8 102.7
B(1911) 934,977 906,682 1,841,659 10,749,665 171.3 103.1
B (卿 ) 966,103 938,653 1，904,756 10,878,454 175.1 102.9
辱(1913) 968,684 933,018 1,901.702 11,007,244 172.8 103.8
B(1914) 976,061 937,229 1,913.290 ' 11,136,033 171.8 104.1

B(1915) 937,525 907,695 1,845,220 11.264,822 163.8 103.3

B(1916) 951,726 920,503 1,872,229 11,410,751 164.1 103.4

B(1917) 922,086 895,076 1,817,162 11,556,681 157.2 103.0
B (1918) 921,585 898,034 1,819,619 11,702,609 155. 5 102.6

B(1919) 881,687 859,083 1,740,770 11,848,539 146.9 102.6

B (1920) 1,082,536 1,054,669 2,137,205 11,994,468 178.2 102.6



数
年
後
に
日
本
人
で
あ
る
わ
たV

し
に
日
本
の
事
情
に
つ
い
て
同
種
.の
作
業
を
試
み
よ
う
と
し
た
最
初
の
動
機
が
あ
っ
.た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

:
ペ
い
ま
.や

所

長

匕

故

っ

だ

：コ

ー
ル

^

&
放

：わ

た<:
^
と

枏

談
6

_果
、
：：
：
出

生

敫
»'
計
め
^
の
作
業
鉍
'ゃ
か

こ

：と
：
に

決

定
1>
た
直
後
，
' 具
体

的

，な

作 

潫
の
打
合
せ
を
は
じ
'め
た
の
は
、
こ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
死
亡
を
如
何
に
考
慮
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
は
移
住
は
無
視
し
う
る 

.'

.

程
度
办
も
の
で
あ
る
か
ら
、
.と
く
に
関
心
は
イ
ン
フ
ル
工
ン
ザ
の
問
題
に
集
中
し
た
。
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
先
進
国
用
の
国
連
モ
デ
ル
生
命
表
を 

使

用

，し

：て

作

業
#
つ
：ゆ

げ

ら

れ

で

い
.っ
た
が
、
そ
か
う
ち
に
、
日
本
の
場
合
に
.は
、
彼
が
ァ
メ
リ
ヵ
に
つ
い
て
指
導
じ
た
と
き
の
よ
う
に
は
簡
単 

に
進
め
ら
れ
な
い
こ
.と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
わ
た
く
し
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
許
さ
れ
た
滞
在
期
間
の
こ
：と
%
考
慮
す
る
と
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. 
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, 

- 
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.

.

.

.

. 

. 

- 

»

き
、
作
業
の
全
体
を
ま
と
め
る
こ
.と
に
研
究
期
間
を
合
せ
て
み
て
、
.つ
.い
に
イ
ン
フ
ル

.
‘エ
ン
ザ
死
亡
の
考
慮
は
あ
き
ら
.め
る
結
果
ど
な
っ
た
。
そ

•
 

•
 

.

.

.

.

. 

-
 

.

.

.

.

.

.

-L
て

ま

と

め
，ら
れ
た
の
が
前
篇
で
お
こ
な
っ
た
作
業
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
帰
国
し
て
の
ち
、
.さ
ら
に
こ
れ
の
完
成
を
約
じ
て
プ
リ
ン
ス
ト

ン

を
 

-
..
離
れ
た
,

’ 

:.■
..

へ

,■:
.

■

'

.

沐
稿
第
一
節
に
の
べ
た
方
法
論
の
叙
述
ほ
コ
ー
‘
教
授
と
の
打
合
せ
逋
り
の
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
考
え
て
い
だ
の
ば
、
国
連
の
モ
デ
ル
生
命

•
 
•
• 

.
 
;

'

 

'
 
••
 

• 

• 

•
•
• 

• 

-
•
•
•
-
• 

•、f

表
を
巧
み
に
駆
«

し
て
< !

ン
フ
：ル
^

ゾ
ザ
.

死
亡
を
考
慮
し
た
：日
本
の
3 ;

丨
ホ
ノ
ト
生
：命
表
を
割
り
出
ぞ
う
と
じ
た
：の
.
で
あ
る
が
、：
そ
の
た
め
の
準 

備

作

業
^ .

お
-

な
っ
で
い
る
う
ち
に
止
む
を
え
ず
断
念
.

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
.

た
の
で
、.
そ
れ
か
ら
先
の
こ
ど
を
、決
^
す
る
に
い
た

.ら
な
か
-っ
'
 
た
：0.
'■
v
 
-
 

 ̂

^
 

^

.

. 

,

.
■
-

:

.
 

■ 

- 

V
 

, 

- 

■ 

■

慶
応
義
塾
が
ち
の
研
究
費
を
え
て
，
こ
の
継
続
作
業
を
開
始
し
た
：と
ぎ
、：'直
ち
^
と
り
か
が
：'づ
：た
.の
は
国
連
：の「

モ

デ

ル

生

と

日

本

の

生

命 

表
と
の
比
較
検
討
で
あ
っ
た
。
、研
究
«
は
、
.は
じ
め
こ
ヾ
の
検
討
の
た
め
悴
費
さ
れ
^
い
づ
.た
，
、
結
果
は
日
ホ
の
事
情
を
説
明
す
る
の
に
国
連
生 

命
表
姑
使
用
に
■
え
な
，€

い
:̂
:
夜
定
的
焐
論
で
あ
0
^
。(

そ

こ

：
で

、0-
本
办
モ
義
ル
生
命
表
.を
作
成
す
る
'̂

に
^

に
な
し
.う
る
程
度
の
も
の
で
は
な
.い
め
‘で

V

:

改
め
て
企
画
し
な
お
す
.こ
と
に
し
だ
。
そ
こ
.で
出
む
を
え
ず
'
 

公

表

：の
：イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ
死
亡
数
を 

用
い
て
作
業
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
を
前
篇
で
の
：推
計
結
果
:̂
つ
け
加
え
，て
一
応
め
貧
務
釔
果
す
.C
ど
に
し
た
。

ノ 

.
 

' 

.

本
稿
に
し
め
し
た
結
果
を
第

30
回

：日

本

統

計

学

で

務

表

.1
>
た
お
り
、.
森

田

優
.三
教
授
と
館
稳
博
士
：：か
ら
、
推
計
方
法
：お
ょ
び
.ぞ
の
結
果
を
認
め 

て
.い
.た
だ
い
た
め
み
だ
ら
ず
、
本
益
な
コ
メ
シ
K
を
い
た
だ
い
た
。.
こ
.の
機
会
を
利
用
し
て
両
先
生
に
厚
.く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
そ
の
と
き 

い
た
だ
い
た
コ
メ
ン

.ト
の
ぅ
ち
重
要
な
び
と
つ
は
、

一：
八
九
〇
丨1

九
ニ
〇
年
の
総
人
ロ
を
男
女
年
齢
別
に
推
計
し
、
音
れ
を
蕋
礎
に
し
て
、
関 

係
期
間
の
粗
出
生
率
と
龃
死
亡
率
を
算
出
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
は
じ
め
^
'
明
治
中
期—

大
正
年
代
ま
で
の
日
本
の『

人
ロ
転 

換』

パ
■.タ
ー

.

x

を
真
.に
，知
る
こ
と
が
で
き
る
。
幸
に
し

て

、

こ
の
線
に
沿
っ
て
の
作
業
は
研
究
会
学
生
の
共
同
作
業
と
し
て
続
行
し
て
お
り
、
そ 

の
一
部
の
も
の
は
本
年
.の
第
15
回
日
本
人
0
学
会
で
の
報
告
に
っ
：け
添
ぇ
た
。
作
業
の
完
了
を
ま
っ
て
、
.他
日
発
表
の
機
会
を
も
ち
た
い
と
お
も

わ
が
.国
1
八
九
〇
丨
ー
九110
年
の
出
生
数
と
総
出
生
率
の
推
計
'

(

完)

、
 

.

:「

： 

'四

三

(

七
二
七)


